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セブソ イーレブソ・ジャパンとファミリーマートの分析を中心としてー






















































































































































⑤ 代 替 品 の脅 威
・DS( ディスカウント・ストア)


































く質が高いのが、リーダーに位置し、量が大きく質が低いのが、チャレy ヂ 十－であ り、量が小
さく質が高いのがニッチ十－であり、量も小さく質も低いのがフォロワーとい う具合に区分され
る6)。



























































































特 定 市 場





































































































































































）マイケル・E ・ ポーターの業界競争要因についてはPorter,M.E. 、COMPETITIVEADVANTAGE,TheFreePress,1985,PP.4
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10）4P 戦略とはマッカーシー（McCarthy,E.J.) の提唱したマ ―ケティングミックスで、4 つのマーケティン
グ・ツールを最適に組合わせることに よって標準的競争市場における満足を得るための戦略をいう。4 つ
のツールとは、①Product （製品）、②Price （価格）、③Place （流通経路）、④Promotion （販売促進）であ
る。4P の最適組合わせは、市場環境・経営状況に よって異なるので、状況に応じた対応が求められる。






（3）川辺信雄 『セブソ イーレブンの経営史』有斐閣，1994 年。
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